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平
成
二
十
四
年
度
予
算
案
に
お
け
る
交
付
国
債
等
の
取
り
扱
い
に
関
し
、
以
下
七
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

仮
に
関
係
法
案
の
不
成
立
等
に
よ
り
交
付
国
債
が
発
行
さ
れ
な
い
場
合
、
結
果
と
し
て
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年
金
積
立
金
管
理
運

用
独
立
行
政
法
人
）
等
の
年
金
積
立
金
が
予
定
通
り
積
み
上
が
ら
ず
、
結
果
と
し
て
「
年
金
積
立
金
の
取
り
崩
し
」
と
同
じ

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

二

平
成
二
十
四
年
度
予
算
案
で
は
、
総
則
に
交
付
国
債
の
発
行
が
規
定
さ
れ
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
等
か
ら
年
金
特
別
会
計
へ
の
歳
入

受
入
れ
が
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
交
付
国
債
に
係
る
全
体
の
ス
キ
ー
ム
が
予
算
書
上
担
保
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

三

こ
れ
ま
で
の
交
付
国
債
の
交
付
先
を
大
ま
か
に
分
類
す
る
と
戦
没
者
遺
族
、
国
際
機
関
、
預
金
保
険
機
構
、
政
策
投
資
銀

行
、
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
と
な
る
が
、
そ
の
償
還
に
つ
い
て
は
、
都
度
都
度
予
算
書
上
に
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
今
回
の
交
付
国
債
と
は
性
格
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。

四

三
の
事
例
と
今
回
の
交
付
国
債
と
で
は
、
そ
の
償
還
が
予
算
書
上
明
確
か
否
か
の
点
に
お
い
て
取
り
扱
い
が
異
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

一



五

平
成
二
十
五
年
度
も
年
金
財
政
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
臨
時
的
手
当
て
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
含
め
、
今
回

の
交
付
国
債
に
よ
る
取
り
扱
い
は
、
年
金
積
立
金
の
流
用
や
交
付
国
債
の
安
易
な
発
行
に
結
果
と
し
て
道
を
開
く
も
の
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

六

全
国
防
災
対
策
費
四�
八
二
七
億
円
の
う
ち
、
一
般
公
共
事
業
関
係
費
二�
八
二
二
億
円
は
基
本
的
に
被
災
地
外
で
執
行

さ
れ
る
が
、
そ
の
配
分
の
基
本
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

七

経
済
危
機
対
応
・
地
域
活
性
化
予
備
費
を
九�
一
〇
〇
億
円
（
前
年
度
比
一�
〇
〇
〇
億
円
の
増
）
、
予
備
費
を
三�
五

〇
〇
億
円
計
上
し
て
い
る
が
、
全
体
の
歳
入
・
歳
出
が
厳
し
い
中
、
年
金
財
政
に
少
し
で
も
充
当
し
て
、
交
付
国
債
の
額
を

減
額
す
る
な
ど
、
予
算
編
成
に
お
い
て
節
約
の
姿
勢
を
見
せ
る
方
法
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
内
閣
の
見
解
を

伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


